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はじめに

これまでの学校生活において「悪
口を言われた」「ものを隠された」「ネ
ットで嫌な書き込みをされた」など，い
じめを経験した人は少なくないと思い
ます。いじめ防止対策推進法（2013

年施行）は，いじめ被害者の救済を第
一に考えて作られた法律であり，いじ
めは加害側の理屈ではなく，被害側の
主観（つらかった・嫌だったなど）をも
とに定義されています。
このいじめへの指導について，上記
の法では「毅然と指導する」ことが重
視されました。もちろん，ストレス解
消のための弱い者いじめなどに対して
は，加害側の規範意識の歪みを修正
し，再発防止のためにも「毅然とした
指導」が重要であるといえます。他方，
学校現場では，必ずしも「加害者＝強
者，被害者＝弱者」とはいえないケー
スもあります。たとえば，いじめをして
いる子どもが以前はいじめられる側で
あったり，あるいは家庭では虐待の被
害者であったりという複雑な事情を抱
えるケースです（だからといって，それ
らがいじめを許容する理由にならない
ことは変わりません）。
そこで，本稿では，調査結果 1をも

とにいじめの背景に潜む心理学的な
問題に迫ってみたいと思います。高
校生読者に理解してもらいやすいよ
う，分析方法はシンプルなものに限
っています。

いじめに関する調査の方法

まず，いじめをめぐる子どもたち
の心理について論じてみたいと思い
ます。以下のデータは，筆者が2017

年に発表したデータを二次分析した
ものです。対象者は，小学生3,720

人，中学生3,302人，高校生2,146人。
調査内容は，いじめの8分類 1につい

て，被害は三択（今ある・過去にあ
った・ない），加害は二択（あった・
ない）で回答を求めました。それ以
外に，いじめ被害を受けた時の気持
ち（図2参照）や自己肯定感，いじめ
被害を受けた時の相談の有無とその
理由について尋ねました。

いじめ被害・加害経験の有無

まず，図1は加害経験の有無で二分
し，それぞれの群の中での被害経験
の3群をクロス集計した結果です。全
体に見ると，いじめをしたことがある
子どもたちのほうが多く，いじめをした
子どもたちの約8割は「いじめられた
経験」を有しているといえます。一方，
いじめをしたことがない子どものうち
約半数は被害経験もありません。こ
れより，いじめ加害と被害が決して無
関係ではないことがわかります。

いじめられた時の反応

　次に，いじめを受けた時の気持ちに
ついての結果を見てみましょう。図2

によると，「学校に行きたくない」と不

登校気分に陥った子どもたちが3割弱，
「死にたいくらいつらい」と回答した
子どもが1割弱を占めました。いじめ
により不登校という重大事態になりか
ねないケースは決して稀ではないとい
えます。一方「眠れなくなった」「体
調不良になった」というように身体不
調につながったケースは数％でした。
その半面で「いつかやり返そうと思っ
た」と，仕返しを考えた子どもが5人
に1人いることがわかります。一番多
かったのは「我慢しようと思った」で，
3人に1人がいじめを我慢してしまう現
状が浮き彫りになりました。本来，い
じめられたほうが我慢して終わりにな
るべきではなく，限界を超えて我慢す
ることで重大事態になってしまう状況
は避けねばなりません。

いじめと自己肯定感

では，いじめを受けた子どもたちと
いじめたことがある子どもたちの自己
肯定感はどうなっているのでしょうか。
小・中・高校生込みで加害経験2水準
（あった・ない）と被害経験3水準（あ
る・あった・ない）で6群に分け，それ
ぞれの群ごとに自己肯定感の合計得
点の平均を図3に示しました（自己肯
定感得点のレンジは1～4点）。ここで
いう自己肯定感とは，「自分に満足し
ている」「自分のことを理解してくれ
る人がいる」「自分のことは自分で決
められる」などの22項目からなる，や
や広義の自己肯定感をとらえる東京
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都版自尊感情尺度 1を使用しています。
　被害の状況で見ると，今いじめを
受けている子どもたちの自己肯定感
の低さは明確ですが（2要因の分散
分析の結果，被害の主効果は有意），
被害が「あった」と過去のことにな
っている群の自己肯定感は，被害が
ない群とそれほど大差がないことが
わかります。いじめ被害がPTSDの

ように長く影響する場合もある一方
で，さまざまな支援を受け，そこか
ら立ち直れる子どもたちもいるとわ
かります。
　一方，被害の3水準別に，加害の
有無で比べると，いずれにおいても
いじめたことのあるほうが自己肯定
感は低いことが浮き彫りになりまし
た。6群で一番低かったのは，「いじ
めた経験があり，今いじめを受けて
いる子ども」でした。いじめる側か
らいじめられる側への「転落」は一
番ダメージが大きいのかもしれませ
ん。

いじめ被害の相談

では，こうしたいじめを受けた子
どもたちは，周りの人に相談をして
いるのでしょうか。相談経験の有無
を校種別に比較すると，小学生では
相談する子どもが半数を超えている
のに，中・高校生では6割の子ども
が相談しなかったと回答していまし
た。ではなぜ，いじめを相談しない
のでしょうか？　それを調べたのが
図4です。被害側の7割が「被害が
悪化する」を相談しない理由に選び，
「誰かに言ってもいじめは解決しな
い」とあきらめを感じている子ども
も半数を超えました。また「周りの
人にふつうに接してもらいたい」と
いう回答も4割を超えています。こ
の結果より，同情や腫れものに触る
ような扱いをされたくないという微
妙な心理を尊重しつつサポートする
ことが求められるとわかります。ま
た「いじめられる＝恥ずかしい」と
いう認識も強いことがうかがえます

し，相談したい時にきちんと向き合
って聴いてくれる大人がいないと感
じている子どもも少なくなさそうで
す。他方，教育臨床の現場では，「親
に心配をかけたくない」「親を悲し
ませたくない」「親に騒がれるのは
困る」という思いから打ち明けられ
ない子どももいます。いじめについ
てのSOSは，非常に勇気がいること
なのでしょう。
　以上のように，調査結果からいじ
めの諸相が見えてきました。読者の
皆さんの身の回りで起こっているい
じめについて，またいじめを巡る自
身の心の動きについて，エビデンス
を通して考えてみてください。
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図1 いじめ加害と被害のクロス集計 図3 加害・被害6群の自己肯定感

図2 いじめを受けた時の気持ち 図4 いじめを相談しない理由
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